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から推測したことではあるけれども，大筋において，あまり大きな違いはない
と思われる。したがって２年生の識読の授業においては，もう１度初級文法の
説叫｣が必要であり，１ｲ１１で習ったことだからわかっているだろうと思って授業
を進めると，大半の学生はIll1解していないというようなことが起りかねない。
最後にクラス別の得点分布を示すと，図４図５の通りである。
この得点分布を見て川らかなのは，まずクラスによって分布状態が全くまち
まちなことである。８０ﾉﾑ(以｣二が多いクラスもあれば，非常に少いクラスもある。
テスト前の予想でも，クラスによって１１}来，不lIl来のあることはわかっていた
が，これほど大きな違いがあるとは予想していなかった。教員のあいだでは，
クラスの３分の１は勉強意欲があり，３分の１は中間層で残り３分の１は勉強
意欲なし，という｢Ⅱ象をもつ人が多く，この中Ⅱ'１層を’'1何に３|き上げるかが教
員の問題だとする考え方の人が多い。しかし実際に得ﾉA(分ｲ|j表をつくって承る
と，クラスによって千差万別で，とて１Ｍ分の１づつに分瓶したり１１l来ない。
強いてＡグループ２１３名を３分の１づつに分けると，上位３分の１は85点以上，
１二１１位3分の1は70ﾙｽﾞ以上,下位3分の1は69点以下ということになり,下位の
'1可によく|Ⅱ来る学生も入れてしまうことになる。したがってやはりＦ１]象よりも，
クラスの実情を正１ｉｉｉに把掘することが爾要である。
大学における第２外国語授業は，文法を１１｜来るだけはやく終えて，どんどん
原書を読んでいくのがよいという考え方もある。しかしその方法で授業した
結果がどうなっているかの調査はあまり行なわれていない。半分以｣この学生が
理解しないまま，どんどん識義を進めていくというのは，決していい方法とは
言えないだろう。これは鋪２外国語授業だけではなく，大学の識義全般につい
ても言えることで，多くの学生が]111解して，はじめてつぎの段階へ識義を進め
るというのが，適切な指導というものであろう。ただどれくらいの学生が理解
しているかをillllろ方法がないため，「かん」に頼ったり，経験から割り出した
りしていたが，これらのことはやはり正確なデータに韮づいて割り出されるべ
きであり，そのデータを出す力法もコンピューターなどによって可能となって
来ている。今後そのようなデータが多く出され，大学の識義が，学生を適切に
指導するものとなることを期待したい。終りにあたって，この共通テストに御
協力いただいた先生方に厚く御礼'１]し上げたい。
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｢初歩のフランス語文法」鈴木道彦・恒川邦夫箸
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